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ち，花廟．岩の避入していると蔦ろは，千枚キ穎のよく発

、塵している擁脚、聾であ！臥千愛食蜜・化む鳶鱈糞して1鱗．入してレ・

｛）、，誉i璽プし掛賢、とは靭》撃霧なる、じ忌i『乱も凄るガ1拳　綬｛本とし’て3馨常

！／以た馨漿華菰φあるとi縁ヂ亀ら壽「L篠、》

　　鱒　 1糞大、掛i遷　（盤甕鷲無劉醜蓄ミ遺，三§6鱒タ　ド織荒誓1（嘩寸．㎜しプ農凄薯

1§鋤，甲府盆．地北方などと同じく，こ』で繍浦三撒時

諺態く舞学繍　雀難鍵、毒～老1三ゐ遡弩ら力唱梼こさ壽之ノと⑬i潔二7y牽餐腎（りi1πii霧l

　l．疑マ蕪1隷緊縁襲の黛♂1）（翌，）ツア駕二一ズグ〉凄）ゼ）こ二と／愈き1熊i万彗呉き▽）

講造　い嚢史を考えるうえで重要な事擬である、

　　3）　聾1刀ヨー擁算ノ）！繊蒙垂舞羅に／篤可ずゼ）強冨二灘｝畿マ雛き灘躍．1力轟撃　1発の

　木灘撃に諺講虫葦変縫寛を一疑えてマ・ることは｛努！糞はじめて琴彗らゆ・

ε～｝一一ぺ驚〔露）



喪1撫繋萄欝鎌三擬簿でノ辱　幸浸　　（奪姦1§5懸・　鐸釜　黍　簿う

となった瀞懸1麟灘縛期の濡勤と考聾えられるグ》ンタツ地

糞滅鑓）畢騒憲隊蹄舞歓屡膏難1と雛i7ジー1…千麟麹ノ）隔花1灘熱1灘1撫（業’）i灘養系，避畷し

擾翻鳶黒騨）葵蓉す擁響／雛き嚢釜聯難りもぐ）藁ぎ譲髭などを1，蟹ら漆奥に。するこ

とは，なお将来の研籠畿待たねば欺らないが，上記の事

実はそ跨解鞘のいとぐちを与えるものであ楽．

　婆）　　藍一・s弄線力翼こ¢）、よう1鳳著／〆レ輝氏嚢肇篠ぬヒ騨1酵影をとる

のは，；本綴鍵鱗付近の避声であ9て，南方の奪1壌梓琉域では麟1

，角舞蒙（淑）壁潔ヌ、、．ヒ〉の孝藏．、1烈肇鍔麟となウてレ・る農　こ4）こと／叢を

懸、鳳お．勲び焼地蔵花醐景llの剛．1二昇と結ひひ謁』すて考える轍と

め鼠層できる難

インド本シアのマンガン鉱床

一鎌“　　　薩鷺
鐸・聾　　　　遼鳶欝　　　　　　 で1『雲

　イ　ンドネシヤ鮮　と　くにジギワ，臨異蔦は，　多くのマンプブン

鍛講牽ゑ壽う学噴ズ博『ること力蕪舞1らオ彫撃尊幾織融1η譲タ　　　　5

1．輪会都薗》饗によ鯵灘褻／学藁オ㌻た、こ．ともある肇

　こ勲、ら騨）マン叉ブン翻：繕蓉ま，中蕎新m羅髪に窯ず髭歓さ藩ド瓢　ぐ㌔・る

薫銃濃灘響屡と薫．逢纏騰裏）繍璽麟の燃署を幾聴1、｝とし、～て胚胎し

『ぐレ・る、｝

　　蕪蝶賞轟撒慕懸率一一縁薙i雛髪キ鋳・畢二㍑ヲミ薬1・重1劇騰財沙撃1無葵

　　疑いn『L群離薫慕犀書1一一・・瀬藩1穫憂1い≦類磯騰謝獲薬そ羅1粛海寿1穿魯；鷲

雛：

　、とく紅，マンガン鉱床の大嘉暮分はそ恢嚢お叙ナ競麟燃

震綜．）一1対立に鉱繕到太をなして纏消台し，そ，の他は；群灰；岩や凝

1天黛窪婁撃墾灘隷確鱒こ／韓壕犬あ鵜マ・は1派｝1犬をなして離三／撫曝購恐も

講，i爽こ．1二1 1縛こ壌構含するものなどが紬経三｝れてい1ξ沁

　こ廓、らの鋭；床を構1戎す捺鉱1石の鋤く物綴！成を研究し，そ

嚇髄調べた捻ヘジゼ7駄お蟄新釧魁し
て，t麟卿蘇無葉が発兇誌れたこと，ご諭雛1鍵磁蜘は

騨構雌瞬（）な鉱床轍多いことが確認された。

　すなわち，地質的な環境から甲罵鷺達驚t撫　と考えられ

ぞ、K三皇燦）鋤鉱床および，麟種のもの嫡嚢られズ輪（1（》

黙粛圭騰力叢響愚疑、さ薄唱Lて‡譲i），置欠に多1・舅ら鳶箋に鷺欝i謬鷺雛轄量馨と

灘えられるも解坤には認め続濃てい越謙
　墾罫7）鎧蝋懸ミ騨）牽巌．葦党鎌鱗勿1汰擁＝三と　してい　　雛鷲t農霧芝蕊黙ξ礎　　　　ξ翰取》

三
縣孟靴からなる．

　鉱床の分布は麟調！ジヤワの　K躍ε鴇翻窯藤鑓滋’地域聾申

部ジャワの蓋灘麺騨燃叢謎1床がおもなも（ηで，他に東部ジ

ャワ（弩　欝犠勝慧＝毒戯／末ゑ鼠、よく集欝ら象もてゑ養聾撃全ま患麟驚のマン

ガン鉱床の量は推定欝〔）万トンと灘えられる鎌
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